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トップメッセージ

代表取締役社長

2021年３月期第２四半期の業績と、 
通期の見通しは？
　第２四半期は、ソフトウェア開発およびシステム運営管理
などにおいて前期大型プロジェクト５件の終了による反動
減があり、売上高は121億74百万円（前年同期比7.6％減）
となりました。収益面では、減収による減益にくわえ、新型
コロナウイルス感染症の拡大による顧客企業のシステム投
資計画の見直し等にともなう技術者の稼働率低下、子会社
２社のＭ＆Ａ費用およびニューノーマル適応プロジェクト
に係る費用の計上等があり、営業利益は６億53百万円
（同43.6％減）となりました。通期業績については、現時点
では売上高245億円（前期比7.1%減）、営業利益20億円
（同3.5%減）と予想しています。

ニューノーマル体制についての考えは？
　当社はこれまでもテレワーク、時差出勤などの柔軟な
勤務制度を推進してきました。今般、withコロナ時代の
新しい働き方を企業価値の向上につなげるべく、「ニュー
ノーマル適応プロジェクト」を進めています。
　事業環境の急速な変化をチャンスとして捉え、地方拠点
の活用などリモートやデジタルを使った多様な働き方の実
現やビジネスモデルのアップグレードを図り、今まで以上に
変化に強いＩＤグループを目指します。

ＩＤ Group Topics

８月

24日 日本証券アナリスト協会主催 個人投資家向けＩＲセミナー
（東京開催）を実施

31日 コロナ禍における当社グループのニューノーマル・プロ
ジェクトについて

９月

16日 当社子会社の組織変更ならびに人事異動に関するお知らせ

23日 日本証券アナリスト協会主催 個人投資家向けＩＲセミ
ナー（大阪開催）を実施

10月

１日 フリーアドレスオフィス「THE Forest Room」を開設

ＩＤ  サイバーセキュリティ業界最大級のカンファレンス
「Palo Alto Networks DAY 2020」にてブースの展示

や講演を実施（12月27日まで開催）

５日 ＩＤ  本社機能の一部移管に向けた 、山陰事業部拡張の
お知らせ

８日 慶應義塾大学へ新型コロナウイルス対策研究資金を寄付

ＩＤ  「マルチクラウドソリューションサービスＩＤ-Cross」
の提供を開始

21日 ＩＤ武漢  中国華中科技大学へ感染対策衛生用品を寄付

29日 ＩＤ  メセナ活動として河野智美さんコンサート「アラ
ンフェス」を開催

11月

１日 日経「スマートワーク経営」調査にて、昨年に引き続き
星３つを取得

９日 （株）ウィズ・ホールディングスの株式取得による子会社
化および簡易株式交換による完全子会社化に関するお知
らせ

ニューノーマル体制への変革を推進し、
よりアップグレードされたＩＤグループへ。
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ならびに人員数を除いて算出しております。
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24時間/365日体制の運用実現
クラウド技術と時差を活かし、国内拠点・
海外拠点が共同で24時間/365 日体制の
リモート運営管理業務を遂行します。

海外拠点との共同開発を推進
2020年４月に新設したグローバルイノベーション 
センター（ＧＩＣ）では 、アジア、北米、欧州の海外
拠点と技術リソースを共有しており、システム開発に
おける開発期間の短縮や、イノベーションの創出を
図っています。

新型コロナウイルスの感染拡大は企業活動や個人の働き方に大きな変化を もたらし

ました 。withコロナ時代へ の適応が求められる今 、ＩＤグループは新しい働き方を

企業価値の向上につなげるべく、ニューノー マル適応プロジェクトを推進しています 。

特集

１働き方の持続的 
な変革

３時差（Time Difference）を利用した 
グローバルＩＴサービスの提供

２国内地方拠点を活用した 
業務改革

New
 Pattern, New Process !キー

ワード
は

「 New Pattern」、「 New Process」 
に向けた改革
ペーパーレス化および電子承認取引の導入を
進めると同時に 、中長期的なテレワーク手当
の検討を行っています。また、社内イベント「ＩＤ
サロン」もオンラインへと移行しました。遠隔
からの参加が可能になったことで、参加人数
が増加し、チャットなどを通じたコミュニケー
ションが活発化しています。

鳥取県米子市にクラウドマネージドセンター 
を開設
2020年11月、ＩＤクラウドマネージドセンターを開設
しました 。自然災害や感染症等のリスクが少な い 
鳥取県でクラウドビジネスの強化とリモートサービス 
の拡充を進め、お客さまに安定した 
サービスをご提供します。

24時間/365日体制の運用実現
クラウド技術と時差を活かし、国内拠点・
海外拠点が共同で24時間/365日体制の
リモート運営管理業務を遂行します。

海外拠点との共同開発を推進
2020年４月に新設したグローバルイノベーション 
センター（ＧＩＣ）では 、アジア、北米、欧州の海外
拠点と技術リソースを共有しており、システム開発に
おける開発期間の短縮や、イノベーションの創出を
図っています。

山陰事業部への業務移管
東京本社の管理業務の一部を山陰
事業部へと移管しました。本社機能
の一極集中リスクを回避するととも
に、管理業務の効率化や生産性の向
上を図っていきます。

フリーアドレスオフィス 
を開設
2020 年10月、本社２階に 
フリーアドレスオフィス「 THE 
Forest Room」を開設しました。
ソーシャルディスタンスの確保や 
在宅勤務の長期化によるコミュニ
ケーション不足の解消を目的に、 
多様な働き方を想定した空間を 
創りました。

ニューノーマル時代の今、オンラインで商談情報を収集
されるお客さまが増えています。こうした状況に対応すべく、
ウェブサイトの機能を充実し、営業・マーケティング活動
の強化を目指します。

ＩＤのウェブサイトが 
進化します！

TOPICS

ニューノーマル適応プロジェクト



株式情報

発行可能株式総数  ................................................36,000,000株
発行済株式総数  ...................................................12,044,302株
株主総数  ........................................................................4,430名

大株主の状況

株主名� 持株比率（％）

株式会社エイ・ケイ 9.12
株式会社みずほトラストシステムズ 7.20
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6.44
ＩＤ従業員持株会 5.94
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 5.55
みずほ信託銀行株式会社 3.69
有限会社福田商事 2.62
ＴＤＣソフト株式会社 2.48
株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口） 2.24
舩越朱美 1.73
※持株比率は、自己株式（602千株）を発行済株式総数から控除して算出しております。

株式についてのご案内

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 ６月

基準日 定時株主総会の議決権
期末配当
中間配当

３月31日
３月31日
９月30日

公告の方法 当社ウェブサイト上の電子公告により行います。
https://www.idnet-hd.co.jp
ただし、やむを得ない事由により電子公告によること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人
同事務取扱場所

東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社
本店証券代行部

郵送物送付
および 
お問い合わせ先

〒168-8507 
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-288-324（フリーダイヤル）

単元株式数 100株

証券コード 4709（東京証券取引所市場第一部）

〒102-0076　東京都千代田区五番町12番地１　番町会館
ＩＲお問い合わせ先：コーポレート戦略部　TEL. 03-3262-5177
https://www.idnet-hd.co.jp  ※左記ＱＲコードからアクセスができます。

商 号 株式会社ＩＤホールディングス
ＩＤ Holdings Corporation（ＩＤＨＤ）

本社所在地 〒102-0076
東京都千代田区五番町12番地１　番町会館
TEL.03-3262-5177（代表）　 
FAX.03-3264-7145

創 立 1969年10月20日

資 本 金 ５億9,234万円

連結従業員数 2,458名

国内拠点

株式会社インフォメーション・ディベロプメント（ＩＤ）
▷ 資本金：４億円　 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

株式会社ＩＤデータセンターマネジメント（ＤＣＭ）
▷ 資本金：6,000万円 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

株式会社ＤＸコンサルティング（ＤＸ）
▷ 資本金：5,000万円 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

株式会社プライド
▷ 資本金：4,000万円 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：92.7％

株式会社ＧＩテクノス
▷ 資本金：4,500万円 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0%

アクティブ・ティ株式会社
▷ 資本金：5,000万円 ▷ ＩＤ出資比率：100.0％

愛ファクトリー株式会社［特例子会社］
▷ 資本金：5,000万円　 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：98.0％ 
 ▷ ＤＣＭ出資比率：２.0％

海外拠点

艾迪系統開発（武漢）有限公司（ＩＤ武漢）�
▷ 資本金：110万米ドル ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

INFORMATION�DEVELOPMENT�SINGAPORE�PTE.�LTD.�
（ＩＤシンガポール）

▷ 資本金：573万シンガポールドル ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

INFORMATION�DEVELOPMENT�AMERICA�INC.（ＩＤアメリカ）
▷ 資本金：550万米ドル ▷ ＩＤＨＤ出資比率：100.0％

IDM�INFORMATION�DEVELOPMENT�MYANMAR�CO.,�LTD.�
（ＩＤミャンマー）

▷ 資本金：127万米ドル　 ▷ ＩＤＨＤ出資比率：83.9％ 
 ▷ ＩＤシンガポール出資比率：16.1％

※取締役 杉浦 章介、林 慶治郎、中村 あやは、社外取締役です。
※監査役 岡崎 正憲、渡辺 尚生、酒井 康夫は、社外監査役です。

代表取締役社長 舩越�真樹
代表取締役副社長 山川�利雄
取締役兼業務担当執行役員 山内�佳代
取締役 杉浦�章介
取締役 林�慶治郎
取締役 中村�あや
常勤監査役 小池�昭彦
監査役 岡崎�正憲
監査役 渡辺�尚生
監査役 酒井�康夫�
業務担当執行役員 七尾�静也
業務担当執行役員 土谷�明
業務担当執行役員 高橋�かおり
業務担当執行役員 坂本�康
業務担当執行役員 木村�由美子
業務担当執行役員 樊�娜

　（2020年９月30日現在）

　（2020年９月30日現在）

会社情報 （2020年９月30日現在）

役 員 （2020年９月30日現在）

国内・海外ネットワーク （2020年９月30日現在）
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３月31日
３月31日
９月30日

公告の方法 当社ウェブサイト上の電子公告により行います。
https://www.idnet-hd.co.jp
ただし、やむを得ない事由により電子公告によること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人
同事務取扱場所

東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社
本店証券代行部

郵送物送付
および 
お問い合わせ先

〒168-8507 
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-288-324（フリーダイヤル）

単元株式数 100株

証券コード 4709（東京証券取引所市場第一部）

〒102-0076　東京都千代田区五番町12番地１　番町会館
ＩＲお問い合わせ先：コーポレート戦略部　TEL. 03-3262-5177
https://www.idnet-hd.co.jp  ※左記ＱＲコードからアクセスができます。

　（2020年９月30日現在）

　（2020年９月30日現在）
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